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本
書
の
目
的

　
本
書
は
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
度
重
な
る
村
落
型
災
害
の
な
か
で
展
開
さ
れ

て
き
た
「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
、
そ
の
全
国
的
な
広
が
り
と
地
域
ご
と
の
取
り
組
み
の
実
態
に
迫

る
も
の
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
は
、
小
規
模
な
被
害
で
あ
れ
ば
自
助
、
も
し
く
は
生
産

組
合
や
地
域
の
農
家
、
住
民
同
士
の
互
助
に
よ
り
行
わ
れ
る
一
方
、
大
規
模
な
被
害
に
つ
い
て
は
国
の
災
害
復

旧
制
度
に
基
づ
く
公
助
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
近
年
、
農
村
部
で
は
高
齢
化
に
よ
り
農
業
労
働
力
の
減
少
が

進
む
な
か
、
想
定
を
超
え
た
激
甚
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
公
的
な
災
害
復
旧
事
業
は
道
路
・
橋
梁
・
法
面
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
優
先
す
る
た
め
、
農
地
の
復
旧
は
後
回
し
と
な
り
、
数
年
を
要
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
農
業
は
農
家
の
生
計
手
段
で
あ
る
。
農
地
の
復
旧
が
遅
れ
れ
ば
未
収
穫
・
未
収
益
期
間
が
長
く
な

り
、
被
災
者
の
生
活
再
建
が
き
わ
め
て
困
難
と
な
る
。
特
に
永
年
性
作
物
（
果
樹
）
の
場
合
、
適
切
な
時
期
に

栽
培
管
理
・
収
穫
作
業
を
行
え
な
け
れ
ば
、
樹
木
が
枯
死
す
る
と
い
っ
た
二
次
被
害
も
出
て
こ
よ
う
。
こ
の
よ

う
に
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
農
村
で
は
、
計
画
や
政
策
が
想
定
す
る
復
旧
・
復
興
プ
ロ
セ
ス
の
隙
間
に
置
か
れ
た
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部
分
が
少
な
く
な
い
。
被
災
農
家
の
窮
状
を
受
け
て
、
試
行
錯
誤
を
通
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
各
地
の

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
団
体
・
組
織
に
よ
る
「
共
助
と
し
て
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
あ
っ
た
。

　
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
登
場
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

２
０
０
０
年
代
中
葉
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
が
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
災
害
ボ
ラ
セ
ン
）
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
活
動
範
囲
は
被
災
家
屋
の
片
付
け
や
被
災
者
の
傾
聴

と
い
っ
た
生
活
支
援
が
中
心
で
あ
る
。
一
方
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
社
協
型
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
枠
組
み
と
は

別
に
、
被
災
者
の
生な
り

業わ
い

で
あ
る
農
業
・
農
村
の
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
取
り
組
み
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
を
担
い
手
と
し
て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
熊
本
地
震
以
降
、
こ
う
し
た
動
き
は
行
政
、
農
業
協
同
組
合
（
以
下
の

各
章
で
は
、
地
域
の
慣
例
に
応
じ
て
農
協
／
Ｊ
Ａ
の
い
ず
れ
か
で
略
称
）
な
ど
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
ゆ
く
。「
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
新
た
な
現
象
が
、
こ
の
間
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
ロ
ー
カ
ル
な
災
害
」
に
見
舞
わ

れ
た
地
域
で
次
々
と
創
出
さ
れ
た
の
は
、
必
ず
し
も
偶
然
事
で
は
な
い
。
ロ
ー
カ
ル
な
災
害
は
外
部
支
援
者
が

被
災
現
場
に
深
く
入
り
込
み
、
被
災
住
民
と
関
係
を
築
き
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
か

ら
で
あ
る
。

　
本
書
の
目
的
の
一
つ
は
、
東
北
・
九
州
・
四
国
・
甲
信
越
地
方
に
お
い
て
、
２
０
１
０
年
代
に
発
生
し
た
災

害
で
展
開
さ
れ
た
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
を
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
旨
と
す
る
異
分
野
（
緑
地
保
全

学
、
地
域
社
会
学
）
の
研
究
者
２
名
が
具
体
的
に
描
写
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
、
農
協
、
被
災
農
家
な
ど
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
に
よ
り
着
想
さ

れ
、
実
行
さ
れ
て
き
た
。
初
期
段
階
で
は
「
あ
の
人
、
あ
の
組
織
」
が
活
動
の
成
否
を
左
右
す
る
、
不
安
定
・

不
確
実
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
農
業
ボ
ラ
セ
ン
）
の
よ

う
に
「
制
度
化
」
さ
れ
た
事
例
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
に
お
け
る
人
・
組
織
の

論
理
や
行
動
に
着
目
し
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
、
そ
の
後
の
復
興
に
ど
の

よ
う
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な
点
を
記
述
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
蓄
積
し
て
き
た
実
践
知
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
理
論
的
に
考
察

し
、
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
社
会
実
装
す
る
必
要
性
と
、
そ
の
具

体
的
な
方
向
性
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
協
型
災
害
ボ
ラ
セ
ン
と
は
対
照
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
農

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
標
準
的
な
制
度
的
枠
組
み
は
存
在
せ
ず
、
一
般
化
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
毎

年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
村
落
型
災
害
が
発
生
す
る
な
か
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の

事
前
の
仕
組
み
づ
く
り
、
発
災
時
の
関
係
機
関
や
生
産
者
同
士
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
あ
り
方
な
ど
、
取
り
組
み

体
制
の
体
系
化
は
喫
緊
の
テ
ー
マ
だ
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
後
、
関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
点
も
本
書
の
特
色
で
あ
る
。
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本
書
の
構
成

　
第
１
章
「
自
然
災
害
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
胎
動
」
で
は
、
２
０
１
０
年
代
に
発
生
し
た
主
な
災
害
に
お

け
る
農
地
・
農
業
用
施
設
の
被
災
状
況
を
紹
介
し
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
を
説
明
す
る
。
ま
た
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
先
行
す
る
活
動
の
系
譜
に
も
触
れ
な
が
ら
、
農
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
包
と
外
延
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
用
排
水
路
、
田
圃
・
畑
地
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
、
樹
園
地
な
ど
を
対
象
に
行
わ
れ
た
具
体
的
な
活
動
内
容
を
紹
介
し
、
従
来
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
異
な
る
「
も
う
一
つ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
像
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

　
続
い
て
第
２
章
か
ら
は
、
各
地
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　
第
２
章
は
「
農
業
を
は
じ
め
た
農
地
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
―
―
支
援
者
の
当
事
者
性
と
復
興
へ
の
関
わ
り

﹇
東
日
本
大
震
災
（
２
０
１
１
年
）・
宮
城
県
仙
台
市
﹈」
と
題
し
、
被
災
し
た
農
家
が
生
活
を
立
て
直
す
ま
で
の

支
援
を
目
的
と
し
て
、
津
波
被
災
し
た
畑
地
に
お
い
て
農
地
復
旧
を
手
掛
け
た
「
Ｒ
リ

ル

ー

ツ

ｅ
Ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
」
と
い
う

学
生
団
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
野
菜
づ
く
り
や
被
災
農
家
を
対
象
と
し
た
販
売
支
援

な
ど
、
10
年
に
わ
た
る
「
Ｒ
ｅ
Ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
」
の
活
動
の
変
遷
を
跡
付
け
る
と
と
も
に
、
学
生
を
中
心
と
す
る

流
動
性
の
高
い
組
織
が
、
な
ぜ
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続
し
え
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

　
第
３
章
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
被
災
農
村
を
い
か
に
支
援
し
た
の
か
―
―
里
地
・
里
山
保
全
と
災
害
復
興
﹇
平
成
24

年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
（
２
０
１
２
年
）・
福
岡
県
八
女
市
・
う
き
は
市
﹈」
で
あ
る
。
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部

豪
雨
は
、
気
象
庁
が
線
状
降
水
帯
と
い
う
語
で
豪
雨
の
危
険
性
を
伝
え
た
最
初
期
の
災
害
で
あ
る
。
本
章
が

フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
伝
統
的
な
棚
田
地
帯
で
あ
る
八
女
市
黒く
ろ
木ぎ

町
・
星
野
村
、
う
き
は
市
の
３
地
域
で
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
村
塾
」
の
よ
う
に
、
災
害
前
か
ら
棚
田
の
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動

の
蓄
積
が
、
被
災
後
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
活
か
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

　
第
４
章
「
活
か
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
実
践
知
―
―
カ
ラ
イ
モ
の
苗
植
え
・
収
穫
支
援
と
組
織
化
の

プ
ロ
セ
ス
﹇
熊
本
地
震
（
２
０
１
６
年
）・
熊
本
県
西
原
村
﹈」
で
は
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
で
唯
一
設
立
さ
れ
た

「
西
原
村
農
業
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
農
業
ボ
ラ
セ
ン
は
、
地
域
の
重
要
な

農
産
物
で
あ
る
カ
ラ
イ
モ
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
の
栽
培
を
被
災
下
で
も
継
続
で
き
る
よ
う
、
被
災
農
家
の
要
望
を
承

け
て
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
な
ぜ
農
業
ボ
ラ
セ
ン
が
会
員
制
の

「
西
原
村
百
笑
応
援
団
」
へ
移
行
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。

　
第
５
章
は
「
J
A
が
開
設
し
た
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
―
―
三
者
連
携
に
よ
る
農
地
復
旧
と
農
業
復

興
の
新
機
軸
﹇
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
（
２
０
１
７
年
）・
福
岡
県
朝
倉
市
﹈」
で
あ
る
。
九
州
地
方
で
は

先
行
す
る
２
つ
の
災
害
を
通
し
て
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
実
践
知
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら

に
「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）」
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
背
景
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
が
農
業
ボ
ラ
セ
ン
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
追

跡
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
Ｊ
Ａ
が
手
掛
け
た
農
業
復
興
の
内
容
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

　
第
６
章
は
「
被
災
農
家
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
織
り
な
す
復
旧
―
―
多
様
な
主
体
に
よ
る
支
援
と
営
農
再
開
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の
課
題
﹇
西
日
本
豪
雨
（
２
０
１
８
年
）・
愛
媛
県
宇
和
島
市
﹈」
で
あ
る
。
西
日
本
豪
雨
は
急
傾
斜
地
の
樹
園
地

に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
産
地
の
存
亡
を
左
右
す
る
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
た
。
本
章
で
は
、
外
部
の
災
害

救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
着
手
し
た
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
地
元
の
Ｊ
Ａ
を
担
い
手
と
す
る
「
み
か
ん
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
へ
と
移
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
追
跡
す
る
。
く
わ
え
て
、
被
災
農
家
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
、
産
地
復
興
に
向
け
た
新
会
社
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。

　
第
７
章
は
「
複
数
セ
ク
タ
ー
の
連
携
に
よ
る
土
砂
撤
去
―
―
災
害
文
化
の
限
界
と
越
境
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

意
味
﹇
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
２
０
１
９
年
）・
長
野
県
長
野
市
﹈」
で
あ
る
。
台
風
災
害
に
よ
り
千
曲
川
の
堤

防
が
決
壊
し
た
長
野
市
長
沼
地
区
で
は
、
樹
園
地
に
大
量
の
土
砂
や
災
害
漂
着
物
が
堆
積
し
、
手
の
付
け
ら
れ

な
い
状
況
と
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
災
前
に
発
足
し
て
い
た
「
長
野
県
災
害
時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
や
「
長

野
県
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
背
景
に
、
各
種
団
体
と
行
政
機
関
が
連
携
し
て
「
信
州
農
業

再
生
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
。

　
第
８
章
「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
課
題
と
展
望
―
―
制
度
化
と
伝
播
の
様
相
、
そ
し
て
連
帯
の
ゆ
く

え
」
は
、
第
２
〜
７
章
で
紹
介
し
た
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
、
本
書
の
中
間
総
括
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
農
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
前
組
織
化
期
・
組
織
化
期
・
制
度
化
期
と
い
う
３
つ
の
段
階
に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
間
に
見
ら
れ
た
支
援
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
伝
播
の
あ
り
方
を
、
災
害
内
伝
播
と
災
害
間
伝
播
の
２

つ
に
類
型
化
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
も
た
ら
し
た
都
市
住
民
と
農
村
地
域
の
出
会

い
に
、
一
時
的
な
災
害
支
援
を
超
え
た
連
帯
と
い
う
意
味
合
い
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
最
後
の
第
９
章
「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
立
ち
上
げ
る
」
で
は
、
社
会
実
装
を
視
野
に
入
れ
て
、
い
く

つ
か
の
視
点
と
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
す
る
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
の
多
様
な
類
型
や
、
被

災
地
域
（
市
町
村
）・
都
道
府
県
・
全
国
の
連
携
の
あ
り
方
を
、
第
２
〜
７
章
の
内
容
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
。

ま
た
、
発
災
前
か
ら
求
め
ら
れ
る
関
係
機
関
の
連
携
や
都
市
農
村
交
流
の
重
要
性
に
く
わ
え
、
農
業
ボ
ラ
セ
ン

の
運
営
概
要
と
人
材
育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。

本
書
の
ね
ら
い

　
災
害
時
に
私
た
ち
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
避
難
が
行
わ
れ
、
速
や
か
な
復
旧
・
復
興
が
実
現

す
る
よ
う
、
平
時
よ
り
準
備
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
農
家
そ
し
て
農
村
は
、
古
来
よ
り
度
重
な
る

自
然
災
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
互
助
の
力
に
よ
り
生
活
と
生
業
の
復
旧
・
復
興
を

成
し
遂
げ
て
き
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
農
業
労
働
力
が
減
少
し
、
地
球
温
暖

化
に
と
も
な
う
極
端
気
象
が
頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
ひ
と
り
農
家
、
農
村
だ
け
で
復
旧
・
復
興

を
完
遂
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
都
市
化
、
情
報
化
と
い
っ
た
背
景
の

も
と
、
私
た
ち
は
新
た
な
社
会
編
成
の
論
理
、
す
な
わ
ち
個
人
の
共
感
力
を
ベ
ー
ス
と
し
た
共
助
の
あ
り
方
を

構
想
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
別
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
災
害
列
島
に
広
が
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
市
民
社
会
を
結
び
直
す
可
能
性
を
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秘
め
た
存
在
と
も
い
え
る
。
海
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
づ
く
り
に
お
け
る
「
国
内
青
年

協
力
隊
（Civilian Conservation Corps

）」、
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
景
観
の
保
全
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
な
ど
、
力
強
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
各
国
の
市
民
社
会
形
成
を
支
え
て
き

た
。
一
方
、
我
が
国
で
は
、
農
村
と
言
え
ば
都
市
に
若
者
を
送
り
出
し
、
実
家
に
戻
る
の
は
盆
と
正
月
の
み
。

今
や
、
都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た
世
代
が
中
心
で
あ
る
。
都
市
と
農
村
が
連
携
し
た
市
民
社
会
形
成
の
一
つ
の
場

と
し
て
、
頻
発
す
る
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
そ
の
支
援
活
動
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
地
で
は
、
過
ぎ
る
月
日
と
共
に
平
時
が
訪
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
間
に
進

行
し
た
農
山
村
の
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
的
課
題
を
受
け
、
直
売
所
で
の
農
作
物
の
購
入
、
余
暇
で
の
農
村
訪

問
と
い
っ
た
関
係
人
口
を
生
み
出
す
取
り
組
み
が
重
要
度
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
都
市
農
村
交
流
に
お

け
る
農
家
と
の
触
れ
合
い
が
、
身
体
性
を
と
も
な
う
都
市
・
農
村
の
共
感
力
を
育
む
こ
と
に
な
る
。

　
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
「
も
う
一
つ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
取
り
組
み
は
、
復
旧
期
の
支
援
を
通

し
て
、
被
災
地
の
し
な
や
か
な
復
興
に
寄
与
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
災
害
を
き
っ
か
け
と
す
る
都
市
住
民
と
農

村
住
民
の
出
会
い
は
、
平
時
に
お
け
る
農
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
、
豊
か
な
自
然
を
育
む
活
動
へ
と
発
展
す
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
も
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
持
続
可
能
な
農
あ
る
暮
ら
し
と
環
境
を
ど
の
よ
う
に
次
世
代
に
受
け

渡
す
か
と
い
う
課
題
を
、
あ
ら
た
め
て
私
た
ち
が
問
い
直
す
契
機
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

朝
廣　
和
夫

ま
え
が
き ..............................................................................................

1

第
１
章　

　

 

自
然
災
害
と

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
胎
動 ....................................

14

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
違
い
と
は ...........

17

増
加
す
る
災
害
と
農
業
被
害 .............................................................

20

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
系
譜
と
「
制
度
化
」 ...........................

21

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
行
う
復
旧
作
業 ...........................................

29

　

①
水
路
・
枡
の
土
砂
の
除
去 

30　

　

②
田
畑
の
石
拾
い
・
土
砂
出
し 

31

　

③
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
流
出
後
の
片
付
け 

33

　

④
果
樹
の
根
元
の
土
砂
出
し 

34

　

⑤
土
羽
・
石
垣
の
復
旧 

35

　

⑥
作
付
け
・
稲
刈
り
・
作
物
管
理 

37

　

⑦
草
刈
り
・
共
用
施
設
の
管
理 

38

　

⑧
販
売
支
援 

39

　

⑨
景
観
形
成
活
動 

40

第
２
章

　

 

農
業
を
は
じ
め
た
農
地
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

―
支
援
者
の
当
事
者
性
と
復
興
へ
の
関
わ
り

﹇
東
日
本
大
震
災
（
２
０
１
１
年
）・
宮
城
県
仙
台
市
﹈ ....................

46

仙
台
平
野
と
災
害 ................................................................................
46

仙
台
東
部
地
域
の
構
成 .......................................................................
48

震
災
復
興
計
画
と
そ
の
隙
間 .............................................................

49

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
違
和
感 ...........................................

51

避
難
所
か
ら
被
災
農
村
へ
―
支
援
の
隙
間
の
発
見 ....................

54

「
農
家
の
生
産
者
と
し
て
の
感
覚
」を
聴
く
―
復
旧
期 ..............

56

ニ
ー
ズ
調
査
を
通
し
て
農
家
に
魅
せ
ら
れ
る ..................................

59

「
農
家
の
土
俵
」で
野
菜
を
栽
培
す
る ..............................................

61

営
農
再
開
し
た
農
家
の
販
売
を
支
援
す
る ......................................

63

「
坂
道
を
転
げ
落
ち
る
復
興
」に
抗
う
―
復
興
期 .......................

65

持
続
可
能
な「
ひ
な
び
た
農
村
」を
作
る
―
地
域
お
こ
し
期 ...

69

農
業
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
の
意
味 ................................................

71

媒
介
／
主
体
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

―〈
被
災
者
―
支
援
者
〉
関
係
再
考 .......................................

73

チ
ー
ム
論
を
彫
琢
し「
４
年
目
の
危
機
」を
乗
り
越
え
る ............

76

目
次
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第
４
章

　

 

活
か
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
実
践
知

―
カ
ラ
イ
モ
の
苗
植
え
・
収
穫
支
援
と
組
織
化
の
プ
ロ
セ
ス

﹇
熊
本
地
震
（
２
０
１
６
年
）・
熊
本
県
西
原
村
﹈ ............................

126

被
害
状
況
の
概
要 ................................................................................

126

西
原
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
特
徴 ..............................

128

被
災
し
た
カ
ラ
イ
モ
農
家
の
ニ
ー
ズ ................................................

130

「
カ
ラ
イ
モ
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
ら
何
も
な
い
村
」 .........................

132

新
品
種
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
の
導
入 .....................................................

134

シ
ル
バ
ー
人
材
に
よ
る
農
業
労
働
力
の
補
完 ..................................

136

元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
登
場

―
中
津
江
村
か
ら
西
原
村
へ ....................................................

139

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
培
っ
た
リ
ソ
ー
ス .......................................

140

「
西
原
村
農
業
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立 .............

143

マ
ッ
チ
ン
グ
の
あ
り
方
の
変
化 .........................................................

146

被
災
農
家
を
支
え
る
「
顔
の
見
え
る
関
係
」 ....................................

148

「
西
原
村
百
笑
応
援
団
」
へ
の
再
組
織
化 .........................................

150

会
員
制
（
会
費
制
）
組
織
へ
の
移
行 .....................................................

152

支
援
の
終
わ
り
―
「
よ
そ
者
」
と
し
て
の
責
任 .........................

155

後
続
の
被
災
地
へ
支
援
の
実
践
知
を
伝
え
る ..................................

158

第
３
章

　
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
被
災
農
村
を
い
か
に
支
援
し
た
の
か

―
里
地
・
里
山
保
全
と
災
害
復
興

﹇ 
平
成
24
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
（
２
０
１
２
年
）

福
岡
県
八
女
市
・
う
き
は
市
﹈ .................................................

84

棚
田
・
茶
畑
の
広
が
る
中
山
間
地
を
襲
う
豪
雨
の
状
況 ...............

84

福
岡
県
八
女
市
と
う
き
は
市
の
概
要................................................

85

豪
雨
災
害
の
経
緯 ................................................................................

87

避
難
や
自
助
・
互
助
の
状
況 .............................................................

88

農
業
復
興
の
推
進
体
制 .......................................................................

91

農
業
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
態 ..................................

92

山
村
塾
に
よ
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み................

95

山
村
塾
の
設
立
経
緯
と
活
動 .............................................................

95

平
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
人
材
育
成 ....................

98

被
災
し
た
数
日
間
の
状
況 ..................................................................
100

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開.....................................................
101

行
政
区
長
と
の
連
携 ...........................................................................

102

棚
田
を
守
り
お
米
を
作
り
続
け
る
た
め
に ......................................

103

が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
に
よ
る

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み.......................................

105

第
５
章

　

 

J
A
が
開
設
し
た
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

―
三
者
連
携
に
よ
る
農
地
復
旧
と
農
業
復
興
の
新
機
軸

﹇ 

平
成
29
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
（
２
０
１
７
年
）・
福
岡
県
朝
倉
市
﹈ ....

162

被
災
状
況
の
概
要 ................................................................................
162

筑
後
川
の
水
害
と
治
水
の
歴
史 .........................................................
164

筑
後
川
流
域
の
農
業 ...........................................................................

166

農
業
被
災
と
Ｊ
Ａ
の
支
援
体
制 .........................................................

169

災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
隙
間
の
補
完 ...........................................

172

Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
の
関
わ
り .......................................................................

174

三
者
連
携
に
よ
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立 ...........

176

活
動
領
域
と
優
先
順
位
の
明
確
化 ....................................................

179

地
元
Ｊ
Ａ
が
関
わ
る
こ
と
の
意
味.....................................................

182

い
か
に
災
害
土
砂
を
利
活
用
す
る
か

―
水
稲
栽
培
の
実
証
実
験.........................................................

185

果
樹
と
野
菜
の
複
合
経
営
は
可
能
か

―
J
A
フ
ァ
ー
ム
事
業 ............................................................

187

農
地
復
旧
の
長
期
化
と
営
農
再
開
の
課
題 ......................................

189

再
度
の
水
害
と
新
た
な
取
り
組
み ....................................................

191

星
野
村
で
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
必
要
と
な
っ
た
背
景 ......

106

が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
の
活
動
ス
タ
ー
ト ..................................

107

中
長
期
に
及
ぶ
支
援
活
動 ..................................................................

110

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に
お
け
る
朝
倉
市
へ
の
支
援 ......

112

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
大
牟
田
市
へ
の
支
援 ....................

113

活
動
を
支
え
た
＋
α
の
要
因 ..............................................................

115

「
う
き
は
市
山
村
地
域
保
存
会
」に
よ
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
取
り
組
み
―
そ
の
設
立
と
活
動
展
開 ........................

116

功
を
奏
し
た
行
政
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト ...........................................

118

福
岡
県
八
女
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

被
災
農
家
の
現
状 ...........................................................................

119

比
較
的
多
い
小
規
模
被
害 ..................................................................

120

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
ニ
ー
ズ ............................................

121
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第
８
章

　

 

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
課
題
と
展
望

―
制
度
化
と
伝
播
の
様
相
、
そ
し
て
連
帯
の
ゆ
く
え.....

276

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
難
し
さ ................................................

276

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
制
度
化
」 .........................................

278

災
害
内
伝
播
と
災
害
間
伝
播 .............................................................

283

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
―
仮
復
旧
と
象
徴
の
回
復 ...........

287

「
関
わ
り
」
の
意
味
―
支
援
か
ら
連
帯
へ ....................................

292

第
９
章

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
立
ち
上
げ
る ........

300

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠
点
の
タ
イ
プ .......................................

300

　

①
地
域
住
民
等
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
置
す
る
タ
イ
プ 

301

　

②
Ｊ
Ａ
が
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
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請負業者 地域組織 NPO 隣組 家族親戚

国庫補助事業
（40万円以上）

市単独事業
（10～50万円）

自家
（10万円以下等）

放置

　
一
般
的
に
、
農
地
・
農
業
用
施
設
が
被
災
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
復
旧
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
１
‐
１
に

被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
に
お
け
る
主
体
と
費
用
負
担
の
大
ま
か
な
考
え
方
を
示
し
て
み
る
。
ま

ず
、
災
害
規
模
に
つ
い
て
復
旧
に
か
か
る
経
費
で
３
つ
に
区
分
し
て
い
る
。
工
事
費
が
40
万
円
以
上
か
か
る
場

合
は
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
国
庫
補
助
）
の
採
択
対
象
と
な
り
、
行
政
機
関
の
査
定
、
入
札
を

経
て
請
負
業
者
が
工
事
を
実
施
す
る
。
工
事
費
が
10
〜
50
万
円
程
度
の
被
災
だ
と
、
市
町
村
の
単
独
事
業
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
請
負
業
者
が
必
要
で
あ
る
が
、
中
小
規
模
で
あ
る
た
め
、
地
域
の
業
者

が
実
施
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ス
の
被
害
は
こ
の
よ
う
に
公
助
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
中
小
規
模
の
被
害
に
つ
い
て
も
自
助
や
、
地
域
の
互
助
で
の
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
る
。
最
後
に
10
万
円
以

下
の
小
規
模
の
被
害
は
、
基
本
的
に
農
家
が
自
助
や
地
域
の
互
助
で
復
旧
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
被
災
し
た
農

地
の
復
旧
は
、
自
助
、
互
助
、
公
助
が
分
担
・
連
携
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
枠
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
近
年
の
災
害
で
は
、
災
害
そ
の
も
の
が
激
甚
化
し
、
復

旧
の
早
期
化
が
求
め
ら
れ
る
状
況
の
な
か
、
こ
の
自
助
・
互

助
・
公
助
の
枠
組
み
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
も
ま
た

発
生
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
必
要
と
さ
れ
る
の
が
「
共
助
と

し
て
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア＊
１

」
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
対
応

で
き
な
い
ニ
ー
ズ
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
季
節
に
応
じ

て
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
作
付
け
や
収
穫
作
業
、
水
路
の

復
旧
作
業
で
あ
る
。
災
害
で
被
災
農
家
が
避
難
生
活
と
家
屋
の

後
片
付
け
で
手
一
杯
の
な
か
、
今
、
農
作
物
の
作
付
け
を
し
な

い
と
今
年
の
収
入
や
自
家
用
の
食
べ
物
が
な
く
な
る
。
こ
の
水

路
に
水
を
通
さ
な
い
と
育
て
て
い
る
作
物
が
枯
れ
て
し
ま
う
。

果
樹
の
周
り
の
土
砂
を
取
り
除
か
な
い
と
樹
が
枯
れ
て
し
ま

う
。
稲
刈
り
の
時
期
、
水
田
に
土
砂
や
木
く
ず
な
ど
が
入
る
と

コ
ン
バ
イ
ン
が
利
用
で
き
ず
、
手
作
業
で
収
穫
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
道
路
が
土
砂
に
埋
ま
る
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
農
地
に
行
け

ず
、
人
力
で
行
き
来
す
る
し
か
な
い
。
被
災
し
た
農
地
で
の
農

作
業
は
、
人
手
や
機
械
力
な
し
に
被
災
農
家
だ
け
で
実
施
す
る

図1－1　農地・農業用施設の復旧主体と費用負担の考え方
注）朝廣（2016）をもとに作成。

公 助

共 助・互助 自
助

自
然
災
害
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
胎
動
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こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
足
が
大
き
な
助
け
と
な
る
。

　
従
来
の
復
旧
の
枠
組
み
か
ら
こ
ぼ
れ
お
ち
る
理
由
と
し
て
は
、
農
村
が
抱
え
て
い
る
内
在
的
課
題
も
挙
げ
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
高
齢
の
農
家
の
な
か
に
は
、
体
力
的
に
も
経
済
的
に
も
自
助
で
復
旧
す
る
力
が
な
く
、
災
害

を
機
に
離
農
を
し
よ
う
か
と
考
え
る
農
家
も
あ
る
。
土
砂
に
埋
ま
っ
た
水
路
や
石
垣
は
、
昔
な
ら
地
域
の
互
助

で
復
旧
作
業
を
行
っ
た
が
、
現
在
は
農
村
人
口
が
減
り
作
業
が
で
き
な
い
。
復
旧
し
て
農
業
を
続
け
た
い
が
、

高
齢
の
た
め
自
己
負
担
金
を
出
し
て
ま
で
公
的
な
災
害
復
旧
事
業
を
行
う
か
ど
う
か
思
案
し
て
し
ま
う
。
他
に

も
農
地
の
復
旧
を
あ
き
ら
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
表
立
っ
て
目
に
見
え
る
こ
と

は
な
く
、
農
家
も
口
に
し
な
い
た
め
把
握
が
難
し
く
、
支
援
が
行
き
届
き
に
く
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
う
い

う
農
家
の
存
在
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
よ
り
可
視
化
さ
れ
て
い
く
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
開
発

的
機
能
」（
山
下
・
菅 

２
０
０
２
）
が
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

　
農
作
物
は
経
済
的
な
作
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
命
」
で
あ
る
。
被
災
後
す
ぐ
に
人

の
手
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
被
害
に
対
し
、
対
応
で
き
る
復
旧
の
枠
組
み
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
し
て
「
被
災

し
た
か
ら
」「
高
齢
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
理
由
で
営
農
の
継
続
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
。
ひ
と
た
び
農
地
の
復

旧
を
断
念
す
れ
ば
、
農
地
が
荒
れ
、
や
が
て
農
村
か
ら
人
口
が
減
り
、
地
域
が
衰
退
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な

悪
循
環
を
軽
減
さ
せ
る
に
は
、
復
旧
の
早
期
化
に
資
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
、
全
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
被
災
地
で
、
被
災
し
た
農
家
に
手
を
差
し
伸
べ
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
共
助
」
の
活
動
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
違
い
と
は

　
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
の
設
置
す
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
ボ
ラ
セ
ン
）
が
募
集
・
派
遣
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。
こ

こ
で
、
こ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
違
い
を
表
１
‐
１
に
示
し
て
み
る
。

　
社
協
の
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
目
的
は
「
生
活
支
援
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
設
置
母
体
で
あ
る

社
協
の
活
動
範
囲
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
被
災
地
で
の
活
動
の
内
容
は
、
住
居
の
復
旧
や
避

難
所
や
仮
設
住
宅
に
お
け
る
被
災
者
の
生
活
支
援
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
住
居
の
泥
出
し
・
片
付
け
、
清
掃

や
ご
み
搬
出
、
そ
し
て
避
難
所
に
お
け
る
炊
き
出
し
、
物
資
支
援
、
引
っ
越
し
支
援
、
子
ど
も
や
家
族
の
生
活

サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
あ
る
。
災
害
ボ
ラ
セ
ン
で
は
、
社
協
職
員
に
く
わ
え
、
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
豊
富
な
人
々
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
被
災
地
で
の
必
要
資
材
の
確
保
、

ニ
ー
ズ
調
査
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
現
地
活
動
の
実
施
、
各
種
調
整
活
動
を
展
開
す
る＊
２

。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
目
的
は
「
生な
り

業わ
い

支
援
」
で
あ
る
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
設
置
母
体
は
、
特
に
定
ま
っ
た
主
体
や
機
関
は
な
く
、
制
度
的
根
拠
も
な
い
。
被
災
地
で
の
活
動
の
内
容

は
、
農
地
・
農
業
用
施
設
（
田
畑
、
水
路
、
倉
庫
な
ど
）
の
土
砂
の
撤
去
、
石
垣
や
土ど

羽は

の
復
旧
、
農
業
等
の
支

援
と
し
て
稲
刈
り
、
季
節
の
農
作
業
、
草
刈
り
、
そ
し
て
お
祭
り
や
地
域
行
事
の
支
援
等
も
行
わ
れ
る
。
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災害ボランティア 農業ボランティア

目的 生活復旧、生活支援 生業支援、地域環境保全

実施
母体

社会福祉協議会が設置する災害
ボランティアセンター※

定まった主体・機関はない。NPO、
JA、行政機関等が連携して実施

活動
内容

• 住居の復旧：泥出し・片付け、
清掃やごみ搬出
• 避難所・被災者の生活支援：炊
き出し、物資支援、引っ越し支
援、子どもや家族の生活サポー
ト

• 農地復旧等の支援：農地・農業
用施設（田畑、水路、倉庫な
ど）の土砂の撤去、石垣や土羽
の復旧
• 農業等の支援：稲刈り、季節の
農作業、草刈り
• 年中行事の支援：お祭りや地域
行事の支援

※ NPO等の他団体が設置する災害ボランティアセンターもあり、活動内容は生活支援にとどま
らず、広く、団体の事業目的に応じ実施されている。
注）筆者作成。

表1－1　災害ボランティアと農業ボランティアの違い活
動
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
時
期
が
異
な
る
理
由
は
、
生
活
復
旧
が
第
一
義
と
し
て
重

要
で
あ
る
こ
と
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
被
災
状
況
は
徐
々
に
判
明
し
て
く
る
こ
と
、
そ
し
て
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
農
村
に
住
む
農
家
と
、
都
市
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
関

係
性
に
基
づ
き
展
開
さ
れ
る
。
災
害
前
か
ら
の
観
光
や
援
農
活
動
が
被
災
地
の
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
な
が

り
、
災
害
後
は
中
長
期
に
わ
た
り
農
を
通
じ
た
農
家
や
地
域
と
の
関
わ
り
が
続
く
事
例
も
あ
る
。
農
村
に
住
む

農
家
に
と
っ
て
農
地
・
農
業
用
施
設
そ
し
て
農
村
は
、
農
作
物
を
生
産
し
生
計
を
立
て
る
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
日
々
の
自
家
消
費
用
の
食
料
を
生
産
し
、
農
地
に
通
い
な
が
ら
心
身
の
健
康
を
養
い
、
自
然
と
親
し
み
、

と
き
に
は
地
域
の
人
と
会
話
を
す
る
生
活
・
社
交
の
場
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
自
然
環
境
と
い
う
視
点
で
は
、
農
地
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
機
能
を
有
し
て
お
り
、
多
様
な
生
き

物
を
育
み
、
空
気
や
水
を
生
み
出
す
地
域
環
境
保
全
の
場
で
も
あ
る
。
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
農
家
は
食
料
を

生
産
す
る
生
産
者
で
あ
り
、
農
家
が
支
え
る
農
村
環
境
は
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
。
土
日
に
余
暇
と
し
て
訪
れ
た

り
、
農
作
業
を
行
っ
た
り
す
る
人
も
い
る
。
農
村
と
都
市
の
関
係
に
は
生
産
と
消
費
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
な

く
、
共
同
で
行
う
環
境
の
保
全
と
い
う
含
意
が
あ
る
。
災
害
時
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
地
域
環
境
保

全
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。

　
本
書
で
紹
介
す
る
活
動
は
い
ず
れ
も
自
発
的
な
模

索
の
な
か
で
組
織
が
設
置
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｊ
Ａ
、

行
政
機
関
等
が
連
携
す
る
な
ど
、
そ
の
形
態
も
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
既
存

の
団
体
が
個
別
に
支
援
を
行
う
ケ
ー
ス
、
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
農
業
ボ
ラ
セ
ン
）
を
設

置
し
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
災
害
を
受
け
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
が
新
た
に
団
体
を
設
立
し
て
農
業
支
援
を
行

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
団
体
の
事
業
目
的
に
応
じ
て
多

様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
社
協
の
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
セ
ン
に
よ
る

農
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、
こ
れ
ま
で
基
本

的
に
で
き
な
か
っ
た
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
生

業
支
援
」
と
み
な
さ
れ
、
活
動
対
象
が
異
な
る
か
ら

で
あ
る＊
３
。
ま
た
、
発
災
か
ら
数
日
後
の
復
旧
の
初
動

で
は
災
害
ボ
ラ
セ
ン
が
始
動
し
、
生
活
復
旧
の
目
途

が
立
っ
た
１
〜
３
ヵ
月
後
か
ら
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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増
加
す
る
災
害
と
農
業
被
害

　
近
年
、
報
道
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
海

水
温
度
の
上
昇
、
水
蒸
気
の
増
加
な
ど
の
極

端
気
象
に
よ
り
、
台
風
・
豪
雨
な
ど
の
激
甚

災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
農
業
は
、
こ
れ

ら
の
災
害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
き
た
。

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
か
ら
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
ま
で
の
災
害
に
お
け
る
農
業
関
連

被
害
額
を
図
１
‐
２
に
示
す
。
東
日
本
大
震

災
関
連
の
被
害
が
最
も
多
く
、
そ
の
他
の
年

は
被
害
額
が
少
な
い
も
の
の
、
全
体
的
に
増

加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
気
象
災
害
の
種
類

は
、
津
波
の
他
、
雪
害
、
台
風
、
豪
雨
・
長

雨
、
冷
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
表
１
‐
２
、
図
１
‐
３
に
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
〜
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
農
業
関
連
被
害
を
も
た
ら

し
た
主
な
災
害
と
、
本
書
で
紹
介
す
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
示
し
た
。
実
に
毎
年
、
多
様
な
災
害
が
発

災
し
て
お
り
、
農
業
関
連
被
害
額
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
被
災
地
域
は
全
国
各
地
に
わ
た
っ
て
お
り
、
豪

雪
や
台
風
、
豪
雨
は
県
境
を
越
え
て
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
間
、
全
て
の
被
災
地
域
で
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
２
０
１
０
年
代
に
は
顕
著
な
取
り
組
み
が
見
ら

れ
た
地
域
が
存
在
し
た
。
本
書
で
は
こ
の
期
間
に
実
施
さ
れ
た
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
系
譜
と
「
制
度
化
」

　
こ
う
し
て
２
０
１
０
年
代
に
被
災
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
先

行
す
る
系
譜
の
い
く
つ
か
を
辿
り
な
が
ら
、「
制
度
化
」
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
描
き
出
し
て
み
よ
う
。

　
系
譜
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
が
消
費
者
運
動
（
生
協
運
動
）
で
あ
る
。
１
９
６
０
〜
70
年
代
に
全
国
各
地

で
組
織
さ
れ
た
地
域
生
協
は
、
周
知
の
よ
う
に
食
の
安
全
・
安
心
を
確
立
す
る
た
め
、
産
直
（
産
地
直
結
）
活

動
を
通
じ
て
生
産
者
と
消
費
者
（
生
活
者
）
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
構
築
し
て
き
た
。
こ
の
産
直
活
動
の

柱
と
も
い
え
る
有
機
野
菜
の
栽
培
は
、
種
々
の
工
程
に
お
い
て
手
間
暇
の
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
生
産

者
サ
イ
ド
か
ら
、
と
き
に
組
合
員
に
よ
る
労
働
力
の
提
供
（
援
農
）
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
関
係
性
を
背
景
と
し
て
、
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
れ
ば
組
合
員
が
被
災
農
地
に
出
向
い
て
復

図1－2　近年の災害における農業関連被害額
注）農林水産省『食料・農業・農村白書』（2006 ～ 2020年）を参照し作成。
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表1－2　2011 ～2020年の災害と本書で言及する農業ボランティア活動

和暦 西暦 災害名 農業被害※
 単位（億円） 本書で取り扱う農業ボランティア活動

平
成

23 2011 東日本大震災 9476 ReRoots

24 2012

東日本大震災 9049
暴風（4月） 90
梅雨前線豪雨等（台風第4号含む）（6～ 7月）
平成24年7月九州北部豪雨 676 笠原復興プロジェクト（山村塾）、がんばりよるよ星野村、うきは市山村

復興プロジェクト、阿蘇タカナリボン運動
台風第16号（9月）、第17号（9月） 89
大雪 113 

25 2013

4月以降の低温 69
梅雨時期における大雨等（6～ 8月） 521
台風第18号（9月） 390
11月からの大雪 1457

26 2014

6月上旬の梅雨前線やその後の台風第8号に伴う大雨 155
8月の台風第12号及び第11号を含む大雨 351
台風第18号（9月）、第19号（10月） 115
長野県北部を震源とする地震（11月） 23

27 2015 台風第11号（7月）、第15号（8月）、第18号（9月） 567

28 2016

熊本地震（4月） 1368 西原村農業復興ボランティアセンター（西原村百笑応援団）、阿蘇復
耕祭、南阿蘇ふるさと復興ネットワーク

豪雨による災害（6～ 7月） 365 山都町棚田復興プロジェクト
台風第7号（8月） 46
台風第11号・9号（８月） 238
台風第10号（8月）、第16号（9月） 665
鳥取県中部を震源とする地震 14
冬期の大雪等 45

29 2017

台風第３号及び梅雨前線による６月30日からの大雨、
平成29年7月九州北部豪雨 661

JA筑前あさくら農業ボランティアセンター、黒川復興プロジェクト、
東峰村元気プロジェクト（東峰村農援隊）、東峰村棚田まもり隊、ひ
ちくボランティアセンター

台風第5号（8月） 37
台風第18号（９月）、第21号（10月）、第22号（10月） 566

30 2018

平成30年7月豪雨（西日本豪雨） 1762 JAえひめ南みかんボランティアセンター、まつやまみかんボランティア
台風第21号 564
北海道胆振東部地震 673
台風第24号 546

令
和

元年 2019

6月下旬からの大雨 66
8月の前線に伴う大雨 171
令和元年房総半島台風 764
令和元年東日本台風等（台風第19号） 2505 信州農業再生復興ボランティアプロジェクト

2 2020
令和2年7月豪雨 1218 大牟田市農業災害復旧ボランティアサポート協議会
令和2年から3年までの冬期の大雪 140

※農業被害は、10億円以上のものを抽出している。注）農林水産省『食料・農業・農村白書』（2006 ～ 2020年）を参照し作成。
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と
、
農
村
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
市
計
画
法
の
も
と
、
従
来

は
不
要
と
さ
れ
て
き
た
市
街
化
区
域
の
都
市
農
地
が
、
改
正
生
産
緑
地
法
（
１
９
９
１
年
）
に
よ
り
保
全
す
べ
き

農
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
構
造
転
換
を
承
け
て
、
東
京
都
西
部
な
ど
大
都
市
近
郊
で
は
1
9
9
0

年
代
中
葉
よ
り
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
農
作
業
支
援
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
舩
戸
修
一
（
２
０
１
３
）
は
援

農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
受
け
入
れ
農
家
双
方
の
意
識
を
分
析
し
、
後
藤
光
蔵
ほ
か
（
２
０
２
２
）
は
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
農
業
経
営
や
都
市
農
業
の
担
い
手
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
様
子
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　
一
方
、
農
村
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
県
西
米
良
村
（
１
９
９
７
年
）、
長

野
県
飯
田
市
（
１
９
９
８
年
）
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
労
働
対
価
と
し
て
賃
金
が

支
払
わ
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
農
家
民
泊
と
食
事
が
提
供
さ
れ
る
と
い
っ
た
手
法
の
違
い
は
見
ら
れ
る
も

の
の
（
田
島 

２
０
０
５
、
池
田
ほ
か 

２
０
１
３
）、
い
ず
れ
も
人
口
減
少
、
高
齢
化
を
背
景
と
し
た
農
繁
期
の
労
働

力
不
足
を
、
都
市
住
民
の
参
加
に
よ
り
補
完
す
る
の
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
６
章
の
フ
ィ
ー
ル

ド
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
で
も
ミ
カ
ン
の
収
穫
を
援
助
す
る
「
宇
和
島
シ
ー
ズ
ン
ワ
ー
ク
」
が
展
開
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
飯
田
」
を
範
型
と
し
て
い
る
。

　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
は
、
都
市
農
地
の
保
全
や
農
業
労
働
力
の
補
完
を
目
的

と
し
て
「
上
か
ら
」
政
策
的
に
展
開
さ
れ
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
は
脱
近
代
的
な
生
活
の
豊
か

さ
を
求
め
る
人
々
と
共
振
共
鳴
し
、
都
市
部
で
は
講
座
の
開
講
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
結
成
に
よ
り
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
裾
野
が
広
が
り
、
農
村
部
で
は
農
業
体
験
を
経
て
移
住
者
や
新
規
就
農
者
が
増
加
す
る
な
ど
好
循
環
を
も
た

2011年（第2章）
ReRoots

2018年（第6章）
JAえひめ南みかんボランティアセンター

2016年（第4章）
西原村農業復興ボランティアセンター（西原村百笑応援団）

2012年（第3章）　
山村塾（笠原復興プロジェクト）
がんばりよるよ星野村
うきは市山村復興プロジェクト

2017年（第5章）
JA筑前あさくら農業
ボランティアセンター

2019年（第7章）　
信州農業再生復興
ボランティアプロジェクト

図1－3　本書で紹介する農業ボランティア活動の分布

旧
作
業
を
支
援
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
は
、
当
時
よ
り
少
な
か
ら
ず
見
ら

れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
、
東
日
本

大
震
災
で
は
宮
城
県
の
み
や
ぎ
生
活

協
同
組
合
（
以
下
、
生
協
）
が
取
引
関

係
に
あ
る
被
災
農
家
の
も
と
に
赴

き
、
他
県
の
生
協
職
員
や
組
合
員
の

参
加
も
得
な
が
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
泥
出
し
作
業
な
ど
に
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
（
西
村 

２
０
１
４
）。
同

様
の
取
り
組
み
は
、
福
岡
県
を
事
業

領
域
と
す
る
エ
フ
コ
ー
プ
生
協
も
、

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に
際

し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
系
譜
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
都
市
農

業
に
お
け
る
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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ら
し
た
側
面
も
あ
る
。
だ
が
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
は
一
定
の
領
域
で
展
開
さ

れ
る
地
域
性
の
あ
る
取
り
組
み
な
の
か
、
そ
れ
ら
の
経
験
者
が
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
地
に
足
を
運

び
、
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
復
旧
・
復
興
活
動
に
従
事
し
た
と
い
う
事
例
は
、
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が
な
い
。

　
む
し
ろ
既
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
災
害
救
援
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
地
に
赴
き
被

災
し
た
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
聴
く
な
か
で
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
、
そ

の
黎
明
期
に
は
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る＊
４
。
た
と
え
ば
平
成
16
年
台
風
第
23
号
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

以
来
、
神
戸
市
長
田
区
で
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
従
事
し
て
き
た
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ま
ち
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
が
、
出い
ず
し石

川
の
決
壊
に
よ
り
浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
兵
庫
県
出
石
町
（
現
・
豊
岡
市
）
鳥
居
地
区
の

支
援
に
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
住
民
リ
ー
ダ
ー
の
「
農
園
で
住
民
同
士
の
交
流
を
図
り
た
い
」
と
い
う
声
を

聴
き
、
被
災
に
よ
り
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
市
民
農
園
の
開
設
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
鳥
居

や
す
ら
ぎ
農
園
」
が
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
着
け
る
と
、「
ま
ち
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
自
身
も
農
地
を
借
り

受
け
、
障
が
い
者
を
支
援
す
る
地
元
団
体
や
そ
の
利
用
者
と
の
交
流
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
の
後
15
年
間
に
わ

た
っ
て
野
菜
の
栽
培
を
続
け
て
き
た＊
５

。

　
同
年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
海
外
の
紛
争
地
域
で
の

支
援
経
験
を
有
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｊ
Ｅ
Ｎ
」
が
新
潟
県
十
日
町
市
の
池
谷
・
入
山
集
落
に
赴
き
、
被
災
し
た

農
地
を
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
か
た
ち
で
復
旧
し
た
こ
と
も
記
し
て
お
こ
う
（
稲
垣
ほ
か 

２
０
１
４
）。
こ
の
と
き
活

用
さ
れ
た
の
が
「
新
潟
県
中
越
大
震
災
復
興
基
金＊
６
」
に
あ
る
手
作
り
田
直
し
等
支
援
事
業
に
他
な
ら
な
い
。
新

潟
県
中
越
地
震
で
は
公
的
な
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模
な
被
害
を
め
ぐ
る
互
助
、
共
助
型
の

対
応
が
、
復
興
基
金
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
木
村
編 

２
０
１
９
）。
や
が
て
営
農
が
再
開
で
き
る
段

階
に
な
る
と
、「
Ｊ
Ｅ
Ｎ
」
は
以
前
よ
り
関
係
を
構
築
し
て
い
た
外
資
系
企
業
と
そ
の
社
員
の
協
力
を
得
て
、

実
際
の
農
作
業
や
米
の
販
売
な
ど
の
支
援
も
手
掛
け
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
様
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
た
２
０
０
０
年
代
中
葉
は
、
し
か
し
同
時
に
、

被
災
し
た
市
町
村
の
社
協
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
運
営
が
制
度
化
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る＊
７

。
災
害
ボ
ラ
セ
ン

の
制
度
化
は
、
自
治
体
と
の
協
定
を
踏
ま
え
、
災
害
発
生
時
に
市
町
村
社
協
が
災
害
ボ
ラ
セ
ン
を
開
設
す
る
こ

と
が
地
域
防
災
計
画
に
書
き
込
ま
れ
た
点
に
象
徴
さ
れ
る
。
く
わ
え
て
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会
は
、

市
町
村
社
協
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
運
営
を
側
面
支
援
す
べ
く
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
セ
ン
に
人
材
や
資
機
材
な
ど
を
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
災
害
ボ
ラ
セ
ン
が
「
標
準
化
」（
関 

２
０
１
３
）
さ
れ
た
こ
と
で
、
た
し
か
に
安
定
的
な
組
織
運
営

や
効
果
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
だ
が
、
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
効
率
的
な
運
営
を
追
求
す

る
あ
ま
り
過
度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
行
わ
れ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
災
害
現
場
で
臨
機
応
変
に
対
応
し
た

り
、
被
災
者
へ
の
共
感
を
通
し
て
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
提
案
し
た
り
す
る
可
能
性
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ

の
点
を
渥
美
公
秀
（
２
０
０
８
）
は
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
秩
序
化＊
８
」
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
熊
本
県
西
原
村
（
第
４
章
）
や
福
岡
県
東
峰
村
（
第
５
章
）
の
よ
う
に
、
小
規
模
な
自
治
体
で
は
平

時
か
ら
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
が
功
を
奏
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
平
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和
裡
に
共
存
す
る
様
子
も
見
ら
れ
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
れ
は
例
外
的
な
ケ
ー
ス
か
も
し
れ
な
い
。
制

度
化
と
と
も
に
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
活
動
領
域
が
リ
ジ
ッ
ド
に
線
引
き
さ
れ
た
結
果
、
生
業
支
援
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
は
行
き
場
を
失
い
、
別
様
の
支
援
の
受
け
皿
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
第
２
章
の
「
Ｒｅ
Ｒｏ

ｏ
ｔ
ｓ
」（
宮
城
県
仙
台
市
）
や
第
３
章
の
「
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
」（
福
岡
県
八
女
市
）
の
よ
う
に
、
農
地
の

復
旧
、
農
業
・
農
村
の
復
興
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
団
体
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
①
既
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
取
り
組
み
内
容
の
拡
張
、
②
生
業
支
援
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
新

た
な
団
体
の
結
成
に
よ
り
、
村
落
型
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
で
は
「
も
う
一
つ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で

あ
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
活
動
を
展
開
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
す
こ
し
遅
れ
て
③
被
災
地
元
の
Ｊ

Ａ
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
幾
度
と
な
く
災
害
（
水
害
）

に
見
舞
わ
れ
て
き
た
九
州
圏
を
は
じ
め
と
し
た
「
ロ
ー
カ
ル
な
被
災
地
」
に
お
け
る
、
①
や
②
の
よ
う
な
実

践
の
蓄
積
こ
そ
が
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
め
ぐ
る
機
運
を
醸
成
し
、
程
な
く
し
て
農
業
経
営
や
栽
培
作

物
の
専
門
性
を
有
す
る
Ｊ
Ａ
に
よ
る
農
業
ボ
ラ
セ
ン
の
開
設
に
つ
な
が
っ
た
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
農

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
安
定
的
に
展
開
す
る
う
え
で
、
Ｊ
Ａ
と
い
う
関
係
機
関
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
意
義
は
き

わ
め
て
大
き
い
。
な
お
、
現
段
階
に
お
け
る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
制
度
化
」
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
第
２
〜
７
章
で
描
き
出
さ
れ
る
被
災
各
地
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
第
８
・
９
章

で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
行
う
復
旧
作
業

　
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
る
と
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
避
難
所
や
仮
設
住
宅
に
お
い
て
、
炊
き
出
し
や
傾

聴
、
被
災
し
た
住
宅
の
片
付
け
、
さ
ら
に
仮
設
住
宅
に
お
け
る
「
み
ん
な
の
家＊
９

」
の
設
置
、
地
域
の
行
事
や
お

祭
り
の
運
営
支
援
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
本
書
が
テ
ー
マ
と
す
る
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
業
を
現
場
で
手
掛
け
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
作
業
の
種

類
ご
と
に
各
地
で
行
わ
れ
た
活
動
シ
ー
ン
を
紹
介
し
た
い
（
朝
廣
・
小
森 

２
０
１
６
）。
活
動
の
種
類
は
、
大
き

く
次
の
９
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

①
水
路
・
枡
の
土
砂
の
除
去

　
②
田
畑
の
石
拾
い
・
土
砂
出
し

　
③
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
流
出
後
の
片
付
け

　
④
果
樹
の
根
元
の
土
砂
出
し

　
⑤
土
羽
・
石
垣
の
復
旧

　
⑥
作
付
け
・
稲
刈
り
・
作
物
管
理

　
⑦
草
刈
り
・
共
用
施
設
の
管
理

　
⑧
販
売
支
援


